
自転車通行環境整備計画
（素案） 【概要版】

＝ 中心部における整備の不足＝

○周辺部では、視覚的に分離された自転車
通行空間が概ね確保されていますが、中
心部では大きく不足しています。

＝中心部における整備の必要性・緊急性＝

○自転車と歩行者の事故が急増しており、その
安全対策として、歩行者と自転車の通行空間
の分離が求められています。

○特に、中心部では、自転車利用が大きく増加
しており、放置自転車対策と合わせて、喫緊
の課題となっています。
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整備の進め方

考え方

問合せ先
大阪市建設局管理部自転車対策課（平成２７年○月）

０６－６６１５－７６９９

○大阪市では、歩いて楽しいまちづくりをめざして、自動車の通行機能を確保しつつ都心を人
に開放するため、歩行者・自転車の安全な通行環境の整備に努めていきます。

○その中で、自転車利用の現状等を踏まえ、安全な自転車通行環境の整備が効果的かつ確実に
進められるよう整備計画を策定します。

＝ 本町通における整備と効果 ＝

○中心部に自転車通行空間を整備すること
により、自転車
の車道通行が増加
し、逆走が減少。

中心部に重点をおいた
自転車通行環境の整備に取り組む

整備計画
の

基本方針

自転車対歩行者の
事故が15年間で
約13倍に急増

※中心部：北区､中央区､西区､福島区､浪速区､天王寺区の６区

周辺部

中心部

（単位：トリップ／ｋｍ／日）

中心部では
自転車通行
空間が不足

中心部の自転車
利用が増加

【整備スケジュールイメージ】

量的拡大・質的向上

自転車ネットワーク
の形成中期

中心部の幹線道路における
重点整備の実施

短期（５年）

課題区間等に
おけるモデル
整備の実施

本町通における先行
整備(効果検証)の例

Ｈ２７

Ｈ２８～

ＰＤＣＡ

自転車通行環境
整備計画の策定

出典：第５回近畿圏パーソントリップ調査データ

出典：大阪の交通白書

出典：大阪市調べ

中心部の幹線道路における
路面表示整備(重点整備)の例

５年を目途
にＰＤＣＡ

本町通

写真：左：みなと通り / 右：大川沿い

作成中

○重点整備の実施
・道路状況や事故の発生状況等を踏まえ、効果の早期発現が期待できる整備を
重点的に実施します。具体的には、中心部の幹線道路において、効果が特に
見込める場所に限って車道左側通行を周知・誘導する路面表示を整備します。

○モデル整備の実施
・パーキングチケット等の設置や幹線道路の一方通行など課題のある区間におい
て、モデル整備及び効果検証を行うことにより、整備の確実な進捗を図ります。

○道路整備等との連携
・道路の整備、改良、補修等にあわせて行うことにより、整備の効率的な進捗を
図ります。

○ＰＤＣＡサイクルの導入
・計画の進捗管理や効果検証等を行った上で、５年を目途に必要に応じて見直し
を実施します。

長期
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